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	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、マウス、モルモット、ブタに見られるプロアクロシン結合タンパク質sp32前駆体に類似しています。このタンパク質は精子先体中に存在し、プロアクロシンへの結合タンパク質として機能し、先体マトリックスにおけるアクロシン酵素原のパッケージングと凝縮に関与すると考えられています。このタンパク質は癌/精巣抗原ファミリーに属し、免疫原性があることが分かっています。正常組織では、このmRNAは精巣でのみ発現しますが、膀胱、乳房、肺、肝臓、結腸など、様々な腫瘍種で検出されます。 [RefSeq提供、2008年7月],機能：プロアクロシンとの会合を介して、アクロシン酵素原の先体マトリックスへのパッケージングおよび凝縮に関与する可能性がある。,PTM：受精能獲得精子ではチロシン残基がリン酸化されている。,PTM：N末端はブロックされている。,細胞内局在：精子の先体においてプロアクロシンと共局在する。,サブユニット：プロアクロシンに結合する。,組織特異性：正常組織では精巣にのみ発現する。膀胱がん、乳がん、肝臓がん、肺がん、結腸がんなど、幅広いがん種で発現する。,
	研究分野
	タグと細胞マーカー; 細胞型マーカー; その他の細胞型; がん; 腫瘍免疫学; 腫瘍関連抗原
	画像データ
	

	HepG2、Jurkat、および293細胞のライセートをACRBP抗体を用いてウェスタンブロット解析した。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	OY-TES-1ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

